

























































































































したがって昔からこの建物を正当に “ 教会 ” と名づけ，その中でキリスト
教徒が集い，神の言葉を聴き，ともに祈り，秘蹟を受け，聖体の祭儀を祝


























もの（SC, n. 112 参照）と認識している。教会は「教会音楽の宝を最大の
注意を持って保存，育成すること」（SC, n. 114 参照）を勧める。
　教会音楽が聖祭典礼内で演奏されるとき，音楽は聖祭典礼の特性に適合
させるべきだ。このことはしばしば，信徒たちの典礼への実際的な参加が
真のキリスト教精神の源泉とみなされていなかった時代（SC,  n. 14; ピオ




















































































































セージ　1965 年 12 月 8 日）




















































































































































































































































１）Ritenkongregation, Instruktion ueber die Musik in der heiligen Liturgie „Musicam 
sacram“ （1967. 3. 5.）
２）典礼憲章の訳は南山大学監修「第 2バチカン公会議公文書全集」による。
３）Arbeitshilfe „Musik im Kirchenraum ausserhalb der Liturgie“ 2005. 7. 1., Hsg.: 
Sekretariat der Deutschen Bischofskonferenz
４）Allgemeiner Caecilienverband fuer Deutschland（ACV），1868 年に創立されたカ
トリック教会の合唱連盟。真の教会音楽の復興と普及を目的とする。
５）以後特別な記載がない限り括弧内の数字はドイツ司教団の手引書「典礼外の聖
堂での音楽」の項目を記載する。
